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研究成果の概要（和文）：　本研究は、非人称構文（例：me ought）から人称構文（例：I ought）への史的変
遷について、『カンタベリー物語』を調査対象として、同一文脈を分析し、14世紀末に書かれた初期写本に見ら
れる非人称構文が15世紀末に出版された刊本でどのように維持・変更されているか、構文交代の詳細な過程を明
らかにすることを目的とした。具体的には「好み」を表す2動詞と「義務・必然性」を表す2動詞を調査し、全体
的に刊本は同時代の他作品と同様に人称構文を好むこと、そして特に後者の動詞については主語が2人称の場合
に人称構文になる傾向が強く、変遷は一様ではないことがわかった。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to clarify the detailed process of the historical change
 of the impersonal (e.g. me ought) to the personal (e.g. I ought) construction. Unlike previous 
studies using large historical corpora, the research surveyed 14th-century manuscripts and 
15th-century printed editions of The Canterbury Tales, focusing on how one example in the earliest 
manuscript was treated in the later editions. Specifically, the two verbs that express "preference" 
and the two verbs that express "obligation / necessity" were examined. 
The results are the following: overall the editions prefer the personal construction in a similar 
way as other 15th-century works, and especially the verbs of obligation / necessity have a strong 
tendency towards the personal construction when they take a second-person subject. This means that 
the transition is not uniform.

研究分野：人文学

キーワード： 非人称構文　『カンタベリー物語』　15世紀刊本　パラレルテクスト
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究の基盤として、初期写本２つと15世紀刊本4つのテクスト１行ごとに比較できるパラレルテクストを作成
した。これにより、１つの非人称動詞の用法が写本刊本の時代順にどのように変化したかだけでなく、刊本の中
には非人称動詞の代わりに全く別の表現を使うものがあること、最も後に印刷された刊本は手本となる刊本より
初期写本に近い用法を取る傾向があることも明らかになった。パラレルテクストが刊本の編集の研究にいかに有
益であるかがわかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
非人称構文は van der Gaaf（1904年）以来、記述的な共時的研究、そして計量的な通時的研
究は行われてきた。ただ、前者は統語形式の記述に留まり、また後者は異なるテクストを調査対
象としており、一般的な変遷の傾向は表すものの、特定の文脈における非人称構文の例が後の時
代にどのように理解されたかは未解明である。Fischer & van der Leek（1983年）は構文選択
は関与する人（以下、「経験者」）の意志 (volitionality) と関係すると主張するが、多くのデータ
分析に基づいているか否かは定かでない。大野はこれまで 14世紀の英国詩人 Geoffrey Chaucer
の作品において、人称・非人称両構文を持つ動詞についてその使い分けの要因や効果を、統語形
式や詩の形式だけではなく、Fischer & van der Leekの主張も踏まえながら意味や文脈の点か
ら考察している。 

2015～2017年度に研究課題「コンピュータによる『カンタベリー物語』（以下 CT）諸写本と
印刷本の計量的比較」（基盤研究(C)）に研究分担者として加わり、2016年 7月に開催された国
際チョーサー学会（於 Queen Mary University of London）で口頭発表を行った。その発表は 
‘The Knight’s Tale’ について、初期 2写本（Hengwrt写本とEllesmere写本）と初期刊本（Caxton
版 2つ、Pynson版、de Worde版）など 8つの電子化したテクストのパラレルテクストを示し、
Pynson版と de Worde版の言語的特徴を概観した。その発表で動詞 listenに見られる非人称構
文の異同の例も示した。その動詞は 1 人称単数の経験者と共起する場合、初期 2 写本では全て
非人称構文であるが、Pynson 版に人称用法の例が見られた。しかも、上記研究課題は CT の
Fragment Iのみを扱うに留まった。このことは、調査対象を CT全体に拡げ、15世紀の版にお
ける非人称構文の用法を詳細に見ること、そして扱う動詞を様々な意味領域のものに拡げ、意味
領域の違いによる構文の使用傾向の違いを見ることの必要性を示した。 
 
２．研究の目的 
非人称構文から人称構文への変遷という通時的傾向に従う例と従わない例（特に、従来の研究
では光を当てられていない、同じ統語環境下における構文の揺れ）が刊本に見られる場合に、両
者にどのような違いがあるのか。非人称構文の継承と書き換えに、15 世紀の刊本編集者の言語
感覚や手本と考えられている刊本（Caxton版）や写本の影響はあるか。これらの問いに答える
べく、CT全体について、初期 2写本で人称・非人称の両構文に現れる 17動詞は非人称構文が
廃れたとされる 15世紀末の刊本（Pynson版と de Worde版）でどう扱われているか、つまり非
人称構文が継承されたか人称構文に書き換えられたかについて、その手本と考えられている
Caxton版および初期 2写本とのパラレルテクスト作成により視覚化しながら、その要因を明ら
かにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 

Pynson版と de Worde版の CTの内、未入力の物語（Fragment II以降）を電子化し、電子
化済みの初期 2 写本や Caxton 第 2 版とのパラレルテクストを作成する。調査対象動詞につい
て、本文異同の状況を、動詞のある節の中だけでなく前後の統語構造も含めて比較し、文脈・内
容を考慮に入れながら、非人称構文が継承されている箇所と書き換えられている箇所の比較検
討を行う。また、Pynson版と de Worde版の作成過程では Caxton版以外にもある写本の関与
が指摘されていることから、異同が見られる箇所についてはManly & Rickert（1940年）を用
いて 80余りある CT写本の内どの写本と最も類似しているかを調べる。 
 
４．研究成果 
 Early English Books Online より入手した刊本資料そのものの印刷が不鮮明であった箇所
（Fragment VIIの一部と Fragment X）を除く全ての箇所を入力（電子化）し、1行ずつ初期
写本とのパラレルテクストを以下の図のように作成した。 

図 1. Fragment I、1127行目の写本・刊本間の比較 
（注 HG: Hengwrt写本、EL: Ellesmere写本、X1: Caxton第 1版、X2: Caxton第 2版、PY: 
Pynson版、WY: de Worde版） 



 
この図から、動詞 listenが Pynson版のみで主格主語を伴っている（つまり非人称構文ではなく
人称構文が選択された）ことが視覚的によくわかる。 
そして、非人称構文を取る動詞の中でも比較的用例数の多い liken, listen（以上は好みを表す
動詞）と ouen, neden（以上は義務・必然性を表す動詞）を調査対象として絞り込み、これら 4
動詞については図 2が示すように CTの全用例を全ての写本と刊本で確認した。 

図 2 Fragment X、133行目の写本・刊本間の比較 
 
 このようにして 4動詞の用法の変遷を調査した結果、listenと ouenについて 2人称主語を取
る場合に、非人称から人称への構文選択の変化が強く表れていることがわかり、言語の史的変化
は一様ではないことがわかった。（この内、listenの成果について国際チョーサー学会第 21回大
会でのポスター発表と International Medieval Congress Leeds 2019での口頭発表し、それを
基にした論考は現在学術誌にて査読中である。） 
次に、Fischer & van der Leek（1983年）の主張する、両用法と主語の意志 (volitionality) 
の強さとの関係性を踏まえ、上述の結果は、初期写本で同一動詞に見られた人称・非人称両用法
の使い分け、換言すると発話者の聞き手に対する態度の濃淡が、15 世紀刊本では読み取りづら
くなっているということを示すのではないかと指摘した。ただ、1つの刊本においても用例によ
って人称用法への変更が行われない場合があり、さらに de Worde版は手本とした Caxton第 2
版よりも初期写本寄りの古風な表現を好む箇所があることもわかり、この点においても読み手
を意識した刊本印刷に携わる人々の言語観が明らかになった。 
続いて、非人称構文の観点から、各刊本と近い現存写本を特定する作業も行った。手本と異な
る表現が出現した場合、それと同様の表現を持つ写本について、量的、質的手法を用いて分析し
た。その成果を 2020年の国際チョーサー学会で発表予定だったが、COVID-19の影響により延
期となり、2022年にオンライン発表の予定である。 
また、2019 年には日本中世英語英文学会第 35 回全国大会のシンポジウム Editing and the 

Interpretation of Texts: Past, Present and Future Practicesにて、本研究の内容を国内外の研
究者に周知した。 
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